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はじめに
　日本人の死亡原因として、脳卒中は癌、心疾患
についで第3位（死亡数13万2千人、総死亡数の
12．3％）であり1980年以降この順位は変化してい
ない。しかし脳卒中は寝たきりになる疾患の第1位
（29．3％）であり、今後高齢化によりますます要介護
者の増加が予測され的確な医療・看護が求められる。
このような社会情勢の中、超急性期・急性期・回復期・
維持期において的確なリハビリテーションを行うこ
との重要性の認識が高まる中2010年に脳卒中リハ
ビリテーション看護認定看護師が誕生した。
　今回、「脳卒中リハビリテーション看護」認定看護
師教育課程を受講する機会を得たので、その研修内
容について報告する。
1研修機関
社団法人　静岡県看護協会
期リハビリテーションを実践し、ADL拡大
のための適切なリハビリテーション看護技術
を実践できる。
4）脳卒中患者の高次脳機能障害が日常生活に
及ぼす影響を予測し、生活の再構築のための
ケアが実践できる。
5）脳卒中再発予防のための健康管理について、
患者及び家族に対して指導することができる。
6）脳卒中リハビリテーション看護の実践を通
　して役割モデルを示し、看護スタッフへの指
導、相談に対応できる。
7）個々の障害に応じた自立支援のために、他
職種と協働し医療及び地域連携を推進するた
めの役割をとることができる。
8）脳卒中患者・家族の擁護者として、相談・
調整の役割をとることができる。
IV研修の流れ
皿研修期間
　2009年6月17日～12月16日
皿研修カリキュラムの概要
　1．教育課程の目的
　　1）脳卒中による機能障害のある患者のQOL
　　　向上を目指して、個別性、専門性の高い看護
　　　を実践する能力を育成する。
　　2）脳卒中患者のセルフケア能力を高め、生活
　　　の再構築を行うリハビリテーション看護を実
　　　罪する能力を育成する。
　　3）脳卒中リハビリテーション看護の専門的知
　　　識と実践力を基盤として、看護スタッフの指
　　　導・相談を行い、他職種と協働しチーム医療
　　　及び地域連携を推進するためのリーダーシッ
　　　プをとることができる能力を育成する。
　2．期待される能力
　　1）脳卒中急性期の脳組織への影響に対する臨
　　　床判断を的確に行い、病態の重篤化回避のた
　　　めのモニタリングとケアが実践できる。
　　2）脳卒中患者の急性期・回復期・維持期にお
　　　いて、一貫した生活再構築のプロセス管理と、
　　　セルフケア能力を高めるための計画的な回復
　　　支援ができる。
　　3）脳卒中患者の機能障害に対して、急性期か
　　　ら病態に応じた活動性維持・促進のための早
1．2009年6月17日～2009年10月8日
　共通・専門基礎・専門科目の講義と、体位変
換や歩行介助など安全で安楽な動作介助法、呼
吸理学療法、片麻痺のある患者の自立を促す介
助方法、情報処理など演習を通し習得した。i授
業終了後のレポート課題と、レポートのない授
業については試験で評価された。実習前には、
チームで事例に対する看護過程を系統的に展開
　しプレゼンテーションを行った。
2．10月9日～11月29日　臨地実習
　前半は回復期病院の中伊豆リハビリテーショ
　ン病院で行った。途中、維持期として訪問看護
ステーション「梅名の里」、「伊東の丘」では介
護保険の通所リハビリテーション・健康保険の
外来リハビリテーション・療護施設や在宅支
援部で実習を行った。後半は急性期病院で聖
隷三方原病院の救命・ICU・急性期病棟で実習
を行った。実習では、カンファレンスやHome
Evaluationを通して他職種連携を学び、受け持
ち患者の看護過程を展開する中で重篤化回避の
モニタリングや、急性期リハビリテーションの
実践、病棟スタッフへの勉強会やコンサルテー
　ションを行った。
3．11月30～12月16日
　　分野ごとに修了試験が行われた。また、臨地
実習で受け持った症例をまとめ、報告会を行った。
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V研修での学びと今後の課題
　看護の起源・倫理について学び、意識障害患者や
高次脳機能障害をもつ患者を中心に、患者の立場に
立つ看護・自尊心に配慮した看護とはどのようなも
のかということを改めて考えた。また患者の自立・
自律を促す急性期リハビリテーション技術や、生活
者として復帰する患者の、先を見据えたシームレス
ケアにより寝たきりを防ぐプロセス管理を学んだ。
そして科学的な分析ができるアセスメント能力につ
いて臨地実習を通して鍛えた。
　研修を終えて今、自分はシームレスケアが大切だ、
他職種連携が重要だと認識しているが、自分がどの
ような実践や改革をしていけるのか、学んだことを
実践に移すことの難しさを日々感じている。（脳卒中
リハビリテーション看護が）新たな分野ということ
で全国的にそのような道標はどこにもなく自分が開
拓していかなければならない。今後組織全体の脳卒
中看護の質の向上に貢献し、研修で得たネットワー
クを活用しまた新たなネットワークづくりに励み他
職種連携、地域連携を視野に入れ組織横断的な活動
により研鐙することで活動の場を広げていきたい。
おわりに
　今回の研修を通じて学んだ知識や技術を生かし、
他職種と協働し、より良い医療を提供できるよう自
己研鐙に努め看護の質の向上に貢献していきたいと
思う。
　今回このような研修の機会を与えて下さり、また
研修への参加のためにご尽力頂いた関係者の方々、
研修でご指導頂いた方々に深く感謝する。
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